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自の N1ネットワークから Internet へ、パソコンがコマ
















































































































































































































































































































































































































































































6月  7日 （木）：太田尚宏「天保の飢饉と村方の御救」（杉本家文書）
6月 21日 （木）：宮間純一「王政復古の混乱と新政権の『御用』」（富沢家文書）
6月 28日 （木）：加藤聖文「明治天皇と聖蹟桜ヶ丘」（富沢家文書）






















































































































































































































































































 前期 = 平成30年7月17日（火）～8月3日（金）



















































































　ダヴァン ディディエ 准教授「禅と俳句 ― ステレオタイプの再検討」
　加藤 聖文 准教授「アーカイブズの可能性」
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●開館 :9:30〜18:00　　●請求受付 :9:30〜12:00,13:00〜17:00　　●複写受付 :9:30〜16:00
ただし、土曜開館日は、





閲覧室カレンダー　2018 年 5 月〜 2018 年 7 月
展示スケジュール（5 月〜 7 月） 大学支援「国文研でゼミを」　大学教員の皆様へ
通常展示　「和書のさまざま」
　会期　2018年1月15日（月）～ 5月26日（土）
通常展示　「書物で見る	日本古典文学史」
　会期　2018年6月11日（月）～ 9月15日（土）
※休室日
日曜・祝日、夏季一斉休業日（8月13～15日）、
展示室整備日（5月9日、6月27日、6月30日、
7月11日、8月8日）
　国文学研究資料館のゼミ室で、豊富な所蔵資料を利用しながらゼ
ミや講義を行うことができます。
※ 学部・大学院で行っている日本文学や日本史の授業が対象となり
ます。
◆詳細は当館 WEB ページをご覧ください。
　http://www.nijl.ac.jp/pages/event/seminar/univ/shien.html
表紙絵資料紹介
山東京伝書簡　〔江戸後期〕写。本紙１５．５×３５．８ｃｍ、軸装１幅。
江戸時代後期に活躍した戯作者・山東京伝筆の書簡。
借用した「太子伝玉林抄」一冊「元和暦」一冊を返却し、「骨董集三編ニ入用」
のために「別紙之事」（欠）について教示を乞う内容。『骨董集』は二編まで刊行
されたが（文化十年〈1813〉成立。同十一～十二年刊）、文化十三年に京伝が没
したため三編以降は出版されていない。
署名の前に「二月六日」とだけあり差出し年次は不明であるが、井上和雄氏
によって紹介された文化十三年二月二十六日京人某宛京伝書簡（『浮世絵』第48号。後に肥田浩三「山東京伝書簡集」
に再掲）に「当時著述に取懸り居候骨董集三編に入用にて」とあり、本書簡も同時期のものと思われる。京伝は特に
晩年、その情熱を考証に向けており、知人から資料を借用していることが指摘されている。
宛名は手ずれにより判読できないが、「弘文荘古書販売目録　日本の直筆本・付直筆書簡」（昭和五十四年二月）に
「中川忠英宛カ」とある。忠英も資料提供者のひとりとして知られるが、ほぼ同時期と目される忠英宛竹垣直清書簡
（『森銑三著作集』第四巻「山東京伝の歌舞伎古圖考証」掲載）からは、忠英と京伝が直清を間に立て資料と考証のや
り取りを行う様子が窺え、二人の間に直接的な交流はなかったと思われる。本書簡の「これ等の事につきても参上仕
度心懸候へとも（中略）御ふさた仕候」という一文から、宛先はそれなりに親しい関係の人物であったことが想像され、
忠英であるとは考え難い。
「五老六樹主人ニも当春一度あひ候」とあることから、京伝、石川雅望と同じ交遊圏にいた人物への書簡であると
思しい。晩年の京伝の交遊圏を窺うことのできる重要な資料であり、後考を俟ちたい。
（請求記号　ヨ６－２３） （有澤　知世）
